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※中学ニガテ度は、各教科2016年度もしくは2017年度中学講座ハイブリッドスタイル〈デジタルレッスン〉の正答率をもとに換算しています。

STAFF : 

■答えと解説（巻末）
「中学要点復習」

目 次

本文 デザイン ／ Cue’s inc . 702ワークス
本文 イラスト ／ 江尻良行  朝倉千夏

●受験8月号の使い方／H257mm×W182mm

■「中学要点復習」

〈get+形容詞〉 「…になる」などの文／

〈give+人+もの〉 「(人)に…をあげる」などの文／

makeのいろいろな文 など

現在形／過去形／未来時制／
現在進行形／過去進行形／現在完了

to不定詞〈to+動詞の原形〉／動名詞

英   

語

数   

学

●使い方

因数分解・平方根

2乗に比例する関数

確率

まずはココから! ３日間で高校につながるポイントの復習！

国   

語

現代(口語)文法

古文単語

現代文読解

中学時代にこの単元をニガテに
していた人の割合の目安だよ※

中学ニガテ度
高校入学後の授業での単元の
つながりの目安だよ

高１スタート役立ち度

※本誌の「おさらい講義」に入っているQRコード（映像解説）は、
　お使いになれません。
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౴͑߹ΘͤΛͯ͠あやふやを解消する！

高校でどのよ͏な
ことを΍るの͔を
確ೝで͖る

本レϕル͔らج
Ԡ༻レϕルまで
ৄしい解説で
解͖方を確ೝで͖る

3

高校の授業がバッチリ わかる状態にしよ ʂ͏
� ೔ ؒ で 高 校 につ な がる   ಺ 容 の “ ニ ガテ を０” にして

●தֶཁ఺෮श／H257mm×W182mm

穴埋めで基礎確認⇒演習に取り組んで理解度チェック！
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2 3

文章が長くなる！

中学のテストなどでは１ページくらいの英文
を読んで，問題に答えるケースが多かったが，
高校では２ページ以上も英語だけで埋まっ
た英文を読むようなこともよくある。最初はそ
の量だけで圧倒されてしまうかもしれない。

過去完了や分詞構文や仮定法など，高
校で初めて出てくる文法事項は多数ある！ 
そして，文法項目が増えるだけでなく，１文１
文の英文も難しいものが登場する。

覚える単語・熟語も
多くなる！

中学で学習する単語は1200語と言われ
ている。それに対して，高校では1800語
の単語を学習し，受験ではさらに多くの単
語を覚えなければならない！

しかし！ 実は

英語

1こう変わる！

Born in the Amazon region in 1944 to a 

poor Brazilian family that had farmed 

rubber trees for many generations, he loved 

the rainforest.

分詞構文

過去完了
120
0語 180

0語

中学学習単語数 高校学習単語数

高校の英語は，「中学の英語に比
べてどう変わるのだろう」「なんとな

く難しくなるのかな」などと

不安に思っている人も多いだろう
。

ここでは，入学の前に，高校の英語
は中学の英語に対してどう変わる

のか紹介するので，チェックしてお
こう！

現在完了

過去完了

中学

NEW

2こう変わる！ 3こう変わる！

習う文法事項が
増えて，１文１文の英文も
難しくなる！

このように，高校の英語は難しいところもあるけれど，

確実に中学の英語をもとに成り立っている！

1

NEW

NEW

次のページから早速,中学の復習を高校の英語も意識しながらやってみよう！
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英 語 
E N G L I S H

中学の内容で復習すべき、高校につながるテーマは次の3つ！

第1回から順に取り組んでもよいし、

ニガテ度や役立ち度が高いテーマから取り組んでもOKだよ!

〈get＋形容詞〉「…になる」などの文／〈give＋人＋もの〉
「（人）に…をあげる」などの文／make のいろいろな文 など P.6～7第1回
高校では、英文を文の構造をもとに理解する。
中学で学んだ様々な構造の英文を、動詞に注目して整理しよう。

P.8～9第2回
高校では、中学で学習したことを土台に新しい「時制」を学ぶ。
〈時〉を表す語句や、その出来事が「いつのことか」を意識して復習しよう！

to 不定詞〈to＋動詞の原形〉／動名詞 P.10～11第3回
高校では、「to 不定詞」「動名詞」の発展した形を学ぶ。
中学で学んだ基本的な用法を確認しておこう。

編集協力：(株)プランディット　イラスト：朝倉 千夏

中学ニガテ度 高1スタート役立ち度

中学ニガテ度 高1スタート役立ち度

中学ニガテ度 高1スタート役立ち度

現在形／過去形／未来時制／現在進行形／
過去進行形／現在完了

55
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高校講座

目標時間

分
20１

高校の「５文型」につながる！
〈get＋形容詞〉「…になる」などの文／〈give＋人＋もの〉
「（人）に…をあげる」などの文／makeのいろいろな文 など

6

高校では，英文を文の構造をもとに理解する。中学で学んだ様々
な構造の英文を，動詞に注目して整理しよう。

後ろに続く単語によって意味が変わる動詞，後ろの語順で意味が決まる動詞
を押さえよう！

〈穴埋めの答え〉ア：手に入れた　　イ：なった　　ウ：つくる　　エ：怒らせる　　オ：John a present

ア～エに適切な日本語を入れて英文の訳を完成させよう。

get
〈get＋（代）名詞〉は「…を得る〔手に入れる〕」，
〈get＋形容詞〉は「…になる」という意味を表す！

I got a new bag last week.　私は先週新しいかばんを（ア　　　　　　）。

She got well soon after that.　彼女はその後すぐによく（イ　　　　　　）。

make
〈make＋（代）名詞〉は「…をつくる」，
〈make＋（代）名詞＋形容詞〔名詞〕〉は「…を～（の状態）にする」という意味を表す！

They make beautiful dresses.　彼らは美しいドレスを（ウ　　　　　　）。

Emi’s brother often makes her angry.　エミの弟はよく彼女を（エ　　　　　　）。

give
〈give＋人＋もの〉は「（人）に（もの）をあげる」という意味を表す！

　　　　↓正しい語順の方を○で囲もう。
He gave （オ　John a present，a present John）.　彼はジョンに贈り物をあげた。

〈give＋人＋もの〉は〈give＋もの＋ to＋人〉の形に書き換えることができる！
She gave a watch to him. 　彼女は彼に腕時計をあげた。

答えはページの下

ポイント①

名詞

形容詞

ポイント②

名詞

代名詞 形容詞

ポイント③

答えはページの下
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目標時間

分
20

中学ニガテ度

高1スタート
役立ち度

英
語
1

2

3

数
学
1

2

3

国
語
1

2

3

高校Ͱ͸தֶΑΓ΋習͏จ๏ͷྔ͕ଟ ͳ͘Δɻ
̑จܕ͸จ๏ΛֶͿ্Ͱͷ͔ͩૅجΒɼૣΊ
ʹ͓͑͞ ͓ͯ ΂͘ ʂ͖ʢ౦ژཧՊେ　:ɾ,ઌഐʣ

�

次の（　　）内の語を並べ替えて，英文を完成させなさい。

ᾇɹWe ʢsakura / these / call / flowersʣ in Japanese.

We ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ in Japanese.

ᾈɹMy parents ʢbike / me / a / bought / forʣ.

My parents ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ .

次の日本文に合う英文になるように，（　　）内から適切な語（句）を選び，〇で囲みなさい。

ᾇɹ͋ͳͨ͸͍ͭ΋ࢲʹॿݴΛ͘ΕΔɻ
You always ʢgiveɼmakeʣ me advice.

ᾈɹͪͨࢲ͸൴ঁΛνʔϜϦʔμʔʹͨ͠ɻ
We ʢmadeɼgotʣ her our team leader.

ᾉɹ೔຅ޙ͸҉͘ͳΔɻ
It ʢgetsɼgets toʣ dark after sunset.

次の日本文に合う英文になるように，（　　）内の語を並べ替えなさい。

ᾇɹͦの஌Βͤ͸ଟ͘のਓΛͤ޾ʹͨ͠ɻ
The news ʢhappy / people / made / manyʣ.
The news ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ .

ᾈɹஉੑ͸ຖ೔͍ࣂΠψʹ͑͞Λ༩͑Δɻ
The man ʢfood / gives / dog / his / toʣ every day.
The man ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ every day.

̍

̎

ऴΘͬͨΒ
�ৄ͠ ʪ͍౴͑ͱղઆʫ1�2 ʙ 3Ͱ౴͑߹Θͤ͠Α͏ ɻ

K7-565-001 中学要点復習　ӳ語　܈ޙ　標準　ຊ冊 6頁 ＭＫ新組
09/29
ఱ໺ − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
− K7-565-001 中学要点復習　ӳ語　܈ޙ　標準　ຊ冊 7頁 ＭＫ新組

09/29
ఱ໺

初
校
10/18
Լଜ − −/−

− − −/−
− − −/−

−
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高校講座

目標時間

分
20２

高校の「様々な時制」につながる！
現在形／過去形／未来時制／現在進行形／
過去進行形／現在完了

8

高校では，中学で学習したことを土台に新しい「時制」を学ぶ。
時制とは，その文の表す〈時〉により動詞の語形が変わることを
指す。〈時〉を表す語句や，その出来事が「いつのことか」を意識
して復習しよう！

現在形・過去形・未来時制・現在進行形・過去進行形・現在完了の使い分け
を押さえよう！

〈穴埋めの答え〉ア：drinks[has]　　イ：played　　ウ：play　　エ：running　　オ：was　　カ：lived

日本文に合う英文になるように，ア～カに適切な語を入れよう。

現在形「…する，いつも…している」
現在の状態や習慣は，動詞の現在形で表す！

「彼女は毎朝コーヒーを飲む」→ She （ア　　　　 ） coffee every morning.

過去形「…した」
過去の動作，状態，習慣は，動詞を過去形にして表す！

「私は昨日ピアノを弾いた」→ I （イ　　　　  ） the piano yesterday.

未来時制「…するだろう，…するつもりだ」
未来のことは，〈will＋動詞の原形〉，〈be going to＋動詞の原形〉で表す！

「私たちは明日テニスをするつもりだ」→We will （ウ　　　　） tennis tomorrow.

現在進行形「…している」
「今している動作」は，現在進行形〈am[is, are]＋動詞の ing 形〉で表す！

「生徒たちは今外で走っている」→ The students are （エ　　　　  ） outside now.

過去進行形「…していた」
「過去のある一時点にしていた動作」は，過去進行形〈was[were]＋動詞の ing 形〉で表す！

「彼はその時車を運転していた」→He （オ　　　　） driving his car then. 

現在完了 〈継続〉「ずっと…している」，〈完了〉「…したところだ，…してしまった」，
　　　　 〈経験〉「…したことがある」
過去のある時点から現在まで続いていること〈継続〉，現在既に完了していること〈完了〉，
現在までに経験したこと〈経験〉は，現在完了〈have[has]＋過去分詞〉で表す！

「トムは10年間東京に（ずっと）住んでいる」→ Tom has （カ　　　　） in Tokyo for ten years.

穴埋めの答えはページの下

ポイント①

ポイント②

ポイント③

ポイント④

ポイント⑤

ポイント⑥

P008-009_youten-e-hyoujyun-h.indd   8 2018/12/26   13:26



目標時間

分
20

中学ニガテ度

高1スタート
役立ち度

英
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高校Ͱ習 ʮ͏੍࣌ʯ͸தֶΑΓ΋ෳ͚ͩࡶͲɼํ͑ߟ
ʹେࠩ͸ͳ ʂ͍　தֶͰֶ習ͨ͠಺༰ͷ͓͔͛Ͱɼ高校
ͷ੍࣌΋ཧղͰ͖·͠ ͨɻʢ౦ޠࠃ֎ژେ　)ɾ5ઌഐʣ

9

　　　　　　　に適切な語句を書いて，日本文に合う英文を完成させなさい。
ᾇɹ̍ඖのωί͕͍͢の্Ͱ຾͍ͬͯΔɻ

A ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ on the chair.

ᾈɹࢠͲ΋ͨͪ͸ͨͬͨ॓ࠓ୊ΛऴΘΒͤͨͱ͜Ζͩɻ

The children ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ their homework.

ᾉɹδϣʔ͸དྷ೥தޠࠃΛษ͢ڧΔͩΖ͏ɻ

Joe ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ next year.

ᾊɹࢲのܑ͸ઌिίϯαʔτʹͨͬߦɻ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ a concert last week.

次の日本文に合うように，（　　）内から適切な語（句）を選び，〇で囲みなさい。
ᾇɹ൴͸ຖ೔ެԂΛา͘ɻ

He ʢwalksɼis walkingɼhas walkedʣ in the park every day.

ᾈɹঁੑ͸ͦの࣌ςϨϏΛ͍ͨͯݟɻ
The woman ʢwatchedɼis watchingɼwas watchingʣ TV then.

ᾉɹࢲ͸ࠓ౓のՆɼ૆฼ʹձ͏ͭ΋Γͩɻ
I ʢmeetɼmetɼwill meetʣ my grandmother next summer.

ऴΘͬͨΒ
�ৄ͠ ʪ͍౴͑ͱղઆʫ1�� ʙ �Ͱ౴͑߹Θͤ͠Α͏ ɻ

K7-565-001 中学要点復習　ӳ語　ઌ܈ߦ　標準　ຊ冊 8頁 ＭＫ新組
09/20
ఱ໺

初
校
09/28
ఱ໺

࠶
校
10/18
Լଜ − −/−

− − −/−
− K7-565-001 中学要点復習　ӳ語　ઌ܈ߦ　標準　ຊ冊 9頁 ＭＫ新組
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校
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−
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高校講座

目標時間

分
20３

10

高校では，「to 不定詞」「動名詞」の発展した形を学ぶ。中学で学
んだ基本的な用法を確認しておこう。

to 不定詞〈to＋動詞の原形〉の３つの働きを押さえよう！

〈穴埋めの答え〉ア：すること〔するの〕　　イ：やる〔する〕べき　　ウ：見るために　　エ：to buy　　オ：cleaning

ア～ウに適切な日本語を入れて英文の訳を完成させよう。

名詞の働きをする to 不定詞は「…すること」という意味を表す！

I like to play tennis with you.　「私はあなたとテニスを（ア　　　　　　）が好きだ」

形容詞の働きをする to 不定詞は「…するための，…すべき」という意味を表す！

I have nothing to do today.　「私は今日，（イ　　　　　　）事が何もない」

副詞の働きをする to 不定詞は「…するために」という意味を表す！

I go to the mountain to watch the birds.　「私は鳥を（ウ　　　　　　）山に行く」

目的語に to 不定詞〈to＋動詞の原形〉だけを取る動詞と，動名詞だけを取る
動詞を押さえよう！

日本文に合う英文になるように，エ，オに適切な語を入れよう。

目的語に to 不定詞〈to＋動詞の原形〉だけを取る動詞を押さえる！

want ...「…が欲しい」，hope ...「…を望む」，decide ...「…を決心する」など
「彼は新生活を始めることを決めた」　He decided to start a new life.

「私はその店でかばんを買いたい」　I want（エ　　　　　　）a bag at the shop.

目的語に動名詞だけを取る動詞を押さえる！

finish ...「…を終える」，enjoy ...「…を楽しむ」，stop ...「…をやめる」，practice ...「…を練習する」など
「彼女はピアノを弾いて楽しむ」　She enjoys playing the piano.

「私たちは教室を掃除し終えた」　We finished （オ　　　　　　） our classroom.

答えはページの下

ポイント①

動詞 目的語

ポイント②

修飾

代名詞

ポイント③

修飾

動詞

答えはページの下

ポイント④

動詞 目的語← to 不定詞は名詞の働きをしている

ポイント⑤

動詞 目的語

高校の「to 不定詞／動名詞の使い分け」につながる！

to 不定詞〈to＋動詞の原形〉／動名詞

P010-011_youten-e-hyoujyun-h.indd   10 2018/12/26   12:57
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分
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役立ち度

英
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2

3

数
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2

3
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1

2

3

தֶ·ͰͰUPෆఆࢺͱಈ໊ࢺͷҧ͍͕ཧղͰ͖͍ͯͳ͔ͬ
ͨͷͰɼ高校Ͱࠞཚͯ͠ ͠·ͬͨɻ୅表తͳಈࢺ͸ྫจͱ
ͱ΋ʹ͍࢖෼͚Λ͓͑͞ ͓ͯ ΂͘ ʂ͖ʢ࡛ۄେ　:ɾ"ઌഐʣ

11

　　　　　　　に適切な語句を書いて，日本文に合う英文を完成させなさい。

ᾇɹࠓ೔の์՝ޙɼ൴͸ͦのਤॻؗʹ͍͖ͨߦɻ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ after school today.

ᾈɹͦのேதɼ੺Μ๥͸͘ٽのΛ΍Ίͳ͔ͬͨɻ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ all that morning.

次の英文の（　　）内から適切な語（句）を選び，〇で囲みなさい。

ᾇɹI hope ʢto studyɼstudyingʣ abroad in the future.

ᾈɹShe enjoys ʢto readɼreadingʣ a book after dinner.

ᾉɹTom practices ʢto playɼplayingʣ the guitar every day.

次の日本文に合う英文になるように，（　　）内の語（句）を並べ替えなさい。

ᾇɹࢲ͸͢΂͖॓୊͕ͨ͘͞Μ͋Δɻ
ʢhave / to / homework / do / I / a lot ofʣ. 

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ .

ᾈɹδΣʔϯ͸͜͜ʹՈΛͯݐΔ͜ͱΛܾΊͨɻ
ʢdecided / here / Jane / build / to / a houseʣ.

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ .

ᾉɹͪͨࢲ͸ࣸਅΛࡱΔͨΊʹ৿Λ๚ΕΔͭ΋Γͩɻ
ʢpictures / will / the forest / take / to / visitʣ.

We ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ .

̍

̎

ऴΘͬͨΒ
�ৄ͠ ʪ͍౴͑ͱղઆʫ1�� ʙ�Ͱ౴͑߹Θͤ͠Α͏ ɻ

K7-565-001 中学要点復習　ӳ語　܈ޙ　標準　ຊ冊 10頁 ＭＫ新組
09/29
ఱ໺

初
校
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− − −/−
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校
10/18
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− − −/−
− − −/−

−
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cosi tani

sini

i

3

出てくる式がより
複雑になる！

高校で最初に学習するであろう数学Ⅰの
「数と式」では，因数分解や平方根など中学
で学習した内容がほとんど。しかし，
xy2+yz2-y3-xz 2のように，高校では複雑
な式が出てきて，計算や因数分解なども苦
労することが多くなるよ。

高校では「三角関数」や「指数・対数関数」
など様々な関数が出てくるよ。また，中3の
「2乗に比例する関数」は「2次関数」に発
展してy=ax2+bx+cやy=a(x-p)2+q

のような式を扱い，グラフも変わってくるよ。

定理・公式が多くなる！

中学でも定理・公式はあったけれど，高校
ではさらに様々な定理・公式が出てくるよ。
中学では公式を用いなかった「確率」の
分野でも公式がたくさん出てくるので，その
使い方も含めて，覚えることが多くなるよ。

いろいろな関数が
出てくる！

1 2

y=ax2

   xy 2+yz 2-y3-xz 2

=(y 2-z2)x-y3+yz 2

=(y 2-z2)x-y(y 2-z2)

=(x-y)(y 2-z 2)

=(x-y)(y+z)(y-z)

17ﾌﾟﾚ高1中学要点復習_共通_p012[日].indd   12 17.12.19   8:53:54 PM



数 学 
M A T H E M A T I C S

中学の内容で復習すべき，高校につながるテーマは次の3つ！

第1回から順に取り組んでもよいし，

ニガテ度や役立ち度が高いテーマから取り組んでもOKだよ！

因 数 分 解・平 方 根 P.14～15第1回

因数分解や根号をふくむ式の計算は高校でも使うよ。
中学校の内容を復習して，高校の内容を理解するための準備をしておこう！

２乗に比例する関数 P.16～17第2回

中学では y=ax2 について学習したけれど，高校では y=ax2+bx+c など，
中学の内容を発展させた内容を学習するよ。

確率 P.18～19第3回

中学では樹形図や表などを用いて抜けもれなく数えることがポイント！　高校では
計算で求めるけれど，具体的な例をかき出して考えることは引き続き大切になるよ。

編集協力／マイプラン

中学ニガテ度 高1スタート役立ち度

中学ニガテ度 高1スタート役立ち度

中学ニガテ度 高1スタート役立ち度

1313

17ﾌﾟﾚ高1中学要点復習_02標準_p013[日].indd   13 17/12/18   18:05



目標時間

分
20

高校講座

１ 高校の「数と式」につながる！

因数分解・平方根

14
〈穴埋めの答え〉ア：3　イ：6（ア，イは順不同）　ウ：5　エ：5　オ： 2 　カ： 2 　キ：

2
6

因数分解や根号をふくむ式の計算は高校でも使うよ。
中学校の内容を復習して，高校の内容を理解するための準備をし
ておこう！

⑴　x x9 182+ +  

    xx += +e eo o

⑵　x 252-

    x2
2

= -  

    ( )x x5= + -e o

因数分解の
公式１イア

ウ

因数分解の
公式４エ

14
14

21
21' =  

　　　　   
14
21

=  

　　　　   
2
3

=

　　　　   
2

3
=  

　　　　   

#

2

3

=

#

　　　　   = 

キ

b

a
b
a

=

 の中を
約分する

分母を有理化するカ

オ

因数分解は，式の特徴に着目して，どの公式を使えばよいかを考えよう！

分母に  をふくむ式は，有理化して分母の  をなくそう！

 穴埋めの答えはページの下

次の式を因数分解せよ。
⑴　x x9 182+ +  ⑵　x 252-

 穴埋めの答えはページの下

1421'   の計算をせよ。

因数分解の公式１  ( ) ( )( )x a b x ab x a x b2+ + + = + +

因数分解の公式２  ( )x ax a x a22 2 2+ + = +

因数分解の公式３  ( )x ax a x a22 2 2- + = -

因数分解の公式４  ( )( )x a x a x a2 2- = + -

P014-015_youten-hyoujyun-m-h.indd   14 2018/12/26   12:59
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தֶͷͱ͖ΑΓ΋ٸʹެࣜ΋ɺจࣈ΋૿͑ͯ ɺযͬͯ ͠·
͍ɺ࠷ॳͷςετͰ΋͋·Γ͏·͘ ͍͔ͳ͔ͬͨɻΑ͘ Δݟ
ͱέΞϨεϛε͕΄ͱΜͲͩͬͨͷͰɺϛεΛͳ͘͠ ɺૣ͘
ղ͘܇࿅Λͯ͠ ͓ ͱ͘Α͍ͱ͏ࢥɻʢذෞେ　̨ɾ̮ઌഐʣ

ऴΘͬͨΒ
�ৄ͠ ʪ͍౴͑ͱղઆʫ1�� ʙ �Ͱ౴͑߹Θͤ͠Α͏ ɻ 1�

x x3 12 152- -  を因数分解せよ。̐

ᾇɹx x3 282- -  ᾈɹy y8 162- +

次の式を因数分解せよ。̍

4ɼ 3- ɼ 3ɼ-6

次の数を，小さい順に並べよ。̎

ᾇɹ 610'  ᾈɹ 283 '

次の計算をせよ。̏

K7-56�-001 中学要点復習　਺学　܈ޙ　標準　ຊ冊 1�頁 ＭＫ新組
09/21
Լଜ

初
校
10/10
Լଜ

࢛
校
11/08
Լଜ − −/−

− − −/−
− K7-56�-001 中学要点復習　਺学　܈ޙ　標準　ຊ冊 15頁 ＭＫ新組

09/21
Լଜ

初
校
10/10
Լଜ

࠶
校
10/26
Լଜ − −/−

− − −/−
−
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高校講座

目標時間

分
20２ 高校の「２次関数」につながる！

2乗に比例する関数

16

中学では  y ax2=   について学習したけれど，高校では  y ax bx c2= + +   

など，中学の内容を発展させた内容を学習するよ。中学で学習し
たことがらがもとになるので，入学前にきっちり理解しておこう。

⑴　　　　　　　　　　　　　　　  y x 6=- +   に点 Bの x座標である 2を代入して，点 Bの y
座標を求める。
x 2=   を  y x 6=- +   に代入して，
　　　　

y=- 
ア

 6+

　　　　   = 
イ

よって， ,Be o

⑵　点 Bは関数  y ax2=   のグラフ上の点でもあるので，
　　⑴より，

　　x= 
オ

，y= 
カ

  を  y ax2=   に代入して，

　　　　
キ

 a 22#=
 

　　　　   　 a4 4=

　　　　　   　a= 
ク

B

O 2

交点

A

y=ax2

y=-x+6

y

x ウ エ

左辺と右辺を
いれかえる

■ 1次関数の式：y ax b= +

■ 2乗に比例する関数のグラフ：y ax2=

　放物線  y ax2=   において
　　　　　a 02   のグラフ a 01   のグラフ

O x

y
O

x

y

関数  y ax2=   のグラフから，aの値を求めよう！

 穴埋めの答えはページの下

右の図のように，関数  y ax2=   のグラフと，関数  

y x 6=- +   のグラフが 2点A，Bで交わっている。
点 Bの x座標が 2のとき，次の問いに答えよ。
⑴　点 Bの座標を求めよ。

⑵　aの値を求めよ。

A

B

O 2

y=ax2

y=-x+6

y

x

〈穴埋めの答え〉ア：2　イ：4　ウ：2　エ：4　オ：2　カ：4　キ：4　ク：1
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高校Ͱ΋࠷ॳ͸தֶ校ͷ಺༰Ͱ؆୯͔΋͠Εͳ͍Ͱ͕͢ɺ
ͩΜͩΜ೉͘͠ɺෳࡶʹͳͬͯ ͍ ͷ͘Ͱɺۤखͳਓ͸ͬ͠
͔Γ復習ͯ͠ ͓͍ͨํ Α͕͍Ͱ͢ɻʢۙـେ　 ɾ̨̩ઌഐʣ

ऴΘͬͨΒ
�ৄ͠ ʪ͍౴͑ͱղઆʫ1�1� ʙ 11Ͱ౴͑߹Θͤ͠Α͏ ɻ 1�

関数  y x
2
1 2=   のグラフと直線 lが 2点 A，Bで交わり，

2点 A，Bの x座標はそれぞれ 1- ，3である。このとき，
次の問いに答えよ。

O 3-1

A

y

x

l

B

x2
2
1

y=

ᾇɹyΛ xのࣜͰදͤɻ ᾈɹx 3=-   のͱ͖の yの஋ΛٻΊΑɻ

ᾇɹ఺AɼBの࠲ඪΛٻΊΑɻ

ᾈɹ௚ઢ lのࣜΛٻΊΑɻ

ᾉɹ AOBi  の໘ੵΛٻΊΑɻ

yは xの 2乗に比例し，x 6=   のとき，y 12=-   である。このとき，次の問いに答えよ。

K7-56�-001 中学要点復習　਺学　ઌ܈ߦ　標準　ຊ冊 16頁 ＭＫ新組
09/15
Լଜ

初
校
09/28
Լଜ

࠶
校
10/10
Լଜ

ࡾ
校
10/26
Լଜ

࢛
校
11/08
Լଜ K7-56�-001 中学要点復習　਺学　ઌ܈ߦ　標準　ຊ冊 17頁 ＭＫ新組
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Լଜ

初
校
09/28
Լଜ

࠶
校
10/10
Լଜ

ࡾ
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࢛
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Լଜ
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目標時間

分
20

高校講座

３ 高校の「場合の数と確率」につながる！

確率

18
〈穴埋めの答え〉ア：　　　　　　　　　　　　　 　イ：3　ウ：3　エ：

12
1 　オ： 　　　　　　　　　　　　 　カ：12　キ：4　ク：4　ケ：

3
1

1 2 3 4 5 6

1

2

3

4

5

6

(1 ,1)

(2 ,1)

(3 ,1)

(4 ,1)

(5 ,1)

(6 ,1)

(1 ,2)

(2 ,2)

(3 ,2)

(4 ,2)

(5 ,2)

(6 ,2)

(1 ,3)

(2 ,3)

(3 ,3)

(4 ,3)

(5 ,3)

(6 ,3)

(1 ,4)

(2 ,4)

(3 ,4)

(4 ,4)

(5 ,4)

(6 ,4)

(1 ,5)

(2 ,5)

(3 ,5)

(4 ,5)

(5 ,5)

(6 ,5)

(1 ,6)

(2 ,6)

(3 ,6)

(4 ,6)

(5 ,6)

(6 ,6)

小 大 

3

十の位 一の位 十の位 一の位
1

2

4

4

1

2

3

中学では樹形図や表などを用いて抜けもれなく数えることがポイ
ントだったね。高校では計算で求めるけれど，具体的な例をかき
出して考えることは引き続き大切になるよ。

 出る目の数の和が 4になるところに○をつけよう

数の和が 4になるのは，
イ

 通り。

よって，求める確率は，

36
=

 

エ

　

1 2 3 4 5 6

1

2

3

4

5

6

(1 ,1)

(2 ,1)

(3 ,1)

(4 ,1)

(5 ,1)

(6 ,1)

(1 ,2)

(2 ,2)

(3 ,2)

(4 ,2)

(5 ,2)

(6 ,2)

(1 ,3)

(2 ,3)

(3 ,3)

(4 ,3)

(5 ,3)

(6 ,3)

(1 ,4)

(2 ,4)

(3 ,4)

(4 ,4)

(5 ,4)

(6 ,4)

(1 ,5)

(2 ,5)

(3 ,5)

(4 ,5)

(5 ,5)

(6 ,5)

(1 ,6)

(2 ,6)

(3 ,6)

(4 ,6)

(5 ,6)

(6 ,6)

小 大 
ア

ウ

ある操作を行ったとき，
特定のことがらが起こる確率は，
( )特定のことがらが起こる場合の数

( )起こりうるすべての場合の数

2つのさいころを投げる問題は，2つのさいころを区別して表をかき，すべて
の場合をかき出して考えよう！

カードを並べて整数をつくる問題は，樹形図をかいて，すべての場合をかき
出して考えよう！

 穴埋めの答えはページの下

大小 2つのさいころを同時に投げるとき，出る目の数の和が 4になる確率を求めよ。

 穴埋めの答えはページの下

1，2，3，4 の数字が書かれた 4 枚のカードから 2 枚を続けてひき，ひいた順に十の位，一
の位として並べて 2 けたの整数をつくるとき，できた整数が 3の倍数となる確率を求めよ。

2けたの整数は全部で 
カ

 通り。

3 の倍数となるのは，
キ

 通り。

よって，求める確率は，

12
=

 

ケク

1

2

3

4

2

1

3

4

十の位 一の位 オ

 残りをかいて，樹形図を完成させよう
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分
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தֶͷࠒʹɺਤ΍ֆΛࣗ෼Ͱ͔͍ͯղ ΍͘Γํ͕਎ʹ͍ͭͯ
͍ͨͷͰɺ高校Ͱͷֶ習ൣғͰ΋໾ʹཱͪ·ͨ͠ɻ高校ͷൣ
ғͰ͸͞ΒʹෳࡶʹͳΓɺ໎ ͏͜ͱ΋͋Δͱ͍ࢥ·͕͢ɺΠϝʔ
δ͢Δ͜ͱͷେ੾͞͸தֶͱಉ͡Ͱ͢ɻʢ࡛ۄେ　 ɾ̮̖ઌഐʣ

ऴΘͬͨΒ
�ৄ͠ ʪ͍౴͑ͱղઆʫ1�12 ʙ 13Ͱ౴͑߹Θͤ͠Α͏ ɻ 19

ᾇɹ2ҎԼの໨͕·ͬͨ͘ग़ͳ͍֬཰

2つのさいころを同時に投げるとき，次のそれぞれの確率を求めよ。

ᾇɹ420ΑΓখ͍͞੔਺͸શ෦Ͱ͍ͭ͘Ͱ͖Δ͔ɻ

0，1，2，3，4の 5枚のカードから 3枚を選んで順に並べ，3けたの整数をつくる。
このとき，次の各問いに答えよ。

ᾈɹग़Δ໨の਺の࿨͕ 7ҎԼͱͳΔ֬཰

ᾉɹग़Δ໨の਺のੵ͕ 20Ҏ্ͱͳΔ֬཰

ᾊɹग़Δ໨の਺のੵ͕ 19ҎԼͱͳΔ֬཰

ᾈɹͭͬͨ͘ 3͚ͨの੔਺͕ 3のഒ਺ͱͳΔ֬཰ΛٻΊΑɻ
ɹͨͩ͠ɼʮ֤位の਺の࿨͕ 3のഒ਺Ͱ͋Δͱ͖ɼͦの਺͸ 3のഒ਺Ͱ͋Δʯ͜ͱΛͯͬ࢖΋Α͍ɻ

K7-56�-001 中学要点復習　਺学　܈ޙ　標準　ຊ冊 18頁 ＭＫ新組
09/21
Լଜ

初
校
10/10
Լଜ

࢛
校
11/08
Լଜ − −/−

− − −/−
− K7-56�-001 中学要点復習　਺学　܈ޙ　標準　ຊ冊 19頁 ＭＫ新組

09/21
Լଜ

初
校
10/10
Լଜ

࠶
校
10/26
Լଜ

࢛
校
11/08
Լଜ − −/−

−
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英
語
1

2

3

数
学
1

2

3

国
語
1

2

3

��

˔
࣍
の
文
ষ
を
読
Μ
で
、
あ
と
の
໰
い
に
౴
͑
な
͞
い
。

　
ࣾ
ձ
の
な
か
の
言
༿
の
し
く
Έ
を
考
え
る
৔
߹
、
ه
߸
と
し
ͯ
の
言
༿
の
ߏ
଄
を
考
え

る
৔
߹
と
同
じ
よ
う
に
、
ϧ
ー
ϧ
を
஌
る
ඞ
ཁ
が
͋
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ϧ
ー
ϧ
は
、

も
っ
と
Ώ
る
΍
か
で
す
。

　
理
࿦
言
語
ֶ
の
৔
߹
、
そ
の
ϧ
ー
ϧ
は
文
๏
で
す
か
Β
、
ਖ਼
し
さ
が
໰
୊
に
な
り
ま

す
。
も
ち
Ζ
ん
、
ά
Ϩ
ー
κ
ー
ϯ
も
͋
り
ま
す
が
、
ج
ຊ
త
に
は
ਖ਼
し
い
か
ਖ਼
し
く
な
い

か
と
い
う
こ
と
が
立
࿦
の
ج
൫
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
Ζ
が
、
ࣾ
ձ
言
語
ֶ
の
৔
߹
は
ਖ਼
し
い
か
ਖ਼
し
く
な
い
か
で
語
る
こ
と
は
で
き
ま

ͤ
ん
。

　
た
と
え
͹
、
ア
χ
ϝ
の
Ϋ
Ϩ
Ϥ
ϯ
し
ん
ち
Ỵ
ん
で
は
、
し
ん
ち
Ỵ
ん
は
͓
฼
さ
ん
の
こ

と
を
「
Έ
さ
え
」
と
ݺ
ͼ
ま
す
。
͓
฼
さ
ん
の
名
લ
は
た
し
か
に
「
Έ
さ
え
」
で
す
し
、

͓
෕
さ
ん
も
͓
฼
さ
ん
の
こ
と
を
「
Έ
さ
え
」
と
ݺ
ん
で
い
る
わ
け
で
す
か
Β
、
ؒ
ҧ
い

で
は
͋
り
ま
ͤ
ん
。
ਖ਼
し
い
か
、
ਖ਼
し
く
な
い
か
と
い
う
ٞ
࿦
な
Β
、
ਖ਼
し
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
し
Ỷ
う
。

　

"

、
ਖ਼
し
い
か
Β
と
い
っ
ͯ
、
そ
う
ݺ
ん
で
い
い
か
と
い
う
と
、
ผ
໰
୊
で

す
。
෉
が
࠺
の
こ
と
を
ݺ
ͼ
ࣺ
ͯ
の
名
લ
で
ݺ
Ϳ
こ
と
は
ࣾ
ձ
త
に
ڐ
容
さ
れ
ま
す
が
、

ࢠ
ど
も
が
฼
の
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
ݺ
Ϳ
こ
と
は
ࣾ
ձ
త
な
ϧ
ー
ϧ
か
Β
は
ҳ
୤
し
ͯ
い

る
か
Β
で
す
。
そ
し
ͯ
、
ҳ
୤
し
ͯ
い
る
か
Β
こ
そ
、
し
ん
ち
Ỵ
ん
が
͓
฼
さ
ん
の
こ
と

を
͋
え
ͯ
「
Έ
さ
え
」
と
ݺ
Ϳ
の
が
͓
も
し
Ζ
い
の
で
す
。

 

（
ੴ
ࠇ
ܓ
ứ
೔
ຊ
語
は
「
ۭ
ؾ
」
が
ܾ
Ί
る
　
ࣾ
ձ
言
語
ֶ
ೖ
໳
Ừ
ޫ
文
ࣾ
）

ۭ
ཝ
̖
に
౰
て
は
ま
る
઀
続
詞
と
し
て
最
΋
ద
切
な
΋
の
を
બ
ͼ
な
͞
い
。

　
ア
　
な
ͥ
な
Β
　
　
イ
　
そ
し
ͯ

　
ウ
　
ま
た
は
　
　
　
Τ
　
し
か
し

 

ờ
　
　
　
　
Ở

⑴
　
ච
ऀ
は
、
ࣾ
ձ
言
語
ֶ
に
つ
い
て
わ
か
り
΍
す
く
આ
໌
す
る
ͨ
Ί
に
、
ど
の
よ
う
な

　

͜
と
を
۩
体
ྫ
と
し
て
ڍ
͛
て
い
ま
す
か
。
文
ষ
த
の
言
༿
を
࢖
ỳ
て
ॻ
き
な
͞
い
。

　
　⑵

　
͜
の
文
ষ
で
ච
ऀ
が
఻
͑
よ
う
と
し
て
い
る
͜
と
と
し
て
最
΋
ద
切
な
΋
の
を
બ
ͼ

　

な
͞
い
。

　

ア
　
೔
ৗ
の
言
༿
ݣ
い
を
͓
も
し
Ζ
く
す
る
た
Ί
に
、
文
๏
を
ਖ਼
し
く
क
っ
た
্
で
、

　
　
意
֎
ੑ
の
͋
る
言
༿
を
બ
Ϳ
΂
き
で
͋
る
。

　 

イ
　
ࣾ
ձ
త
に
;
さ
わ
し
い
言
༿
を
બ
Ϳ
こ
と
は
、
文
๏
త
な
ਖ਼
ޡ
を
判
断
す
る
Ҏ
্

　
に
、
೔
ৗ
ੜ
活
に
͓
い
ͯ
大
切
な
໰
୊
で
͋
る
。

　
ウ
　
言
༿
を
બ
Ϳ
に
͋
た
っ
ͯ
は
、
文
๏
త
な
ਖ਼
ޡ
Ҏ
֎
に
、
そ
の
৔
໘
に
;
さ
わ
し

　
　
い
か
ど
う
か
と
い
う
؍
点
も
ଘ
ࡏ
す
る
。

　
Τ
　
し
ん
ち
Ỵ
ん
が
͓
も
し
Ζ
い
の
は
、
文
๏
త
に
ਖ਼
し
い
言
༿
を
、
理
࿦
言
語
ֶ
の

　
　
ϧ
ー
ϧ
か
Β
ҳ
୤
し
ͯ
使
っ
ͯ
い
る
か
Β
で
͋
る
。

 

ờ
　
　
　
　
Ở

ऴΘͬͨΒɼৄ͠ ʪ͍౴͑ͱղઆʫ1�1� ʙ 1�Ͱ౴͑߹Θͤ͠Α͏ ɻ

K7-563-001 中学要点復習　国語　標準　ຊจ 20頁 ＭＫ新組
11/13
ࣲ໺

初
校
12/07
川井 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
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目標時間

分
20

中学ニガテ度

高1スタート
役立ち度

自
分
の
考
え

「
私
は

こ
う
思
う
！
」

21

３

高
校
で
は
よ
り
読
解
が
難
し
い
文
章
が
出
題
さ
れ
る
。

入
試
で
も
短
い
時
間
で
解
く
こ
と
が
カ
ギ
に
な
る
の

で
、
中
学
の
文
章
を
読
む
と
き
か
ら
読
み
方
や
文
の

構
造
の
考
え
方
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
お
く
と

有
利
に
な
る
。 

（
北
海
道
薬
科
大　

Ｒ
・
Ｋ
先
輩
）

高
校
の
「
難
し
い
文
章
の
読
解
」
に
つ
な
が
る
！

現
代
文
読
解

　
高
校
の
評
論
は
長
く
て
内
容
も
複
雑
な
の
で
、客
観
的
に
読
ま

な
い
と
、読
み
誤
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
。説
明
的
文
章
の
読

解
方
法
を
復
習
し
な
が
ら
、客
観
的
な
読
み
方
を
身
に
つ
け
よ
う
。

　

客
観
的
に
読
む
と
は
、
自
分
の
考
え
を
入
れ
ず
に
、

文
章
中
に
書
か
れ
て
い
る
筆
者
の
考
え
を
読
み
取
る

と
い
う
こ
と
。
文
章
中
か
ら
根
拠
を
見
つ
け
よ
う
。

 
 

文
章
中
か
ら
根
拠
を
見
つ
け
る
手
が
か
り
と
し
て
、
接
続
詞
に
着
目
。
文
章
の
前
後

の
つ
な
が
り
が
明
ら
か
に
な
り
、長
い
文
章
で
も
論
の
流
れ
が
つ
か
み
や
す
く
な
る
。

接
続
詞

　

評
論
で
は
、筆
者
が
考
え
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、具
体
例
や
対
比
を
よ
く

用
い
る
。よ
っ
て
、具
体
例
や
対
比
に
着
目
す
る
と
、筆
者
の
考
え
が
と
ら
え
や
す
く
な
る
。

文
章
を
客
観
的
に
読
も
う
！

具
体
例
と
対
比
に
着
目
し
て
筆
者
の
考
え
を
つ
か
も
う
！

〈
穴
埋
め
の
答
え
〉
ア
：
例
具
体
例　
イ
：
つ
ま
り　
ウ
：
例
対
比　
エ
：
だ
か
ら

順
接

だ
か
ら
・
そ
れ
で
・
し
た
が
っ
て

逆
接

し
か
し
・
け
れ
ど
も
・
だ
が

な
ど

並
列
・
累
加

ま
た
・
そ
し
て
・
そ
の
う
え

説
明
・
補
足

つ
ま
り
・
な
ぜ
な
ら

●
次
の
文
章
で
、
客
観
的
な
読
み
方
を
確
認
し
よ
う
。

1
日
本
の
文
化
は
、
自
然
に
と
け
込
む
文
化
で
あ
る
。

2
例
え
ば
、伝
統
的
な
日
本
の
住
居
は
大
き
な
窓
を
開
け
放
ち
、屋
内
か
ら
庭
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
造
り
に
な
っ
て
い
た
。つ
ま
り
、自
然
が
、家
の
中
ま
で
入
り
込
ん
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

3
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
自
然
は
脅
威
と
認
識
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
身
を
守
る
対
象
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
、
家
は
頑
丈
な
石
造
り
で
、
窓
は
小
さ
く
、
屋
内
は
外
界
と
遮
断
さ
れ
た
空
間

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

4
こ
の
よ
う
に
日
本
人
は
、
西
洋
人
と
は
異
な
り
、
自
ら
も
自
然
の
一
部
と
し
て
自
然
と
共

存
す
る
文
化
を
築
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば

一
方

 

穴
埋
め
の
答
え
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の
左
下

・
1
段
落
で
は
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
、
筆
者
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

・ 「
例
え
ば
」
で
始
ま
る
2
段
落
は
、「
伝
統
的
な
日
本
の
住
居
」
を

ア

と
し
て
挙
げ
、
1
段
落
の
筆
者
の
考
え
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
る
。

・ 「
イ

」
は
、
説
明
の
接
続
詞
。
日
本
の
住
居
に
つ
い
て
、
あ

と
の
部
分
で
言
い
換
え
て
説
明
し
て
い
る
。

・ 「
一
方
」
で
始
ま
る
3
段
落
で
は
、
2
段
落
の
日
本
の
例
と

ウ

さ
せ
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
文
化
の
特
徴
を
よ
り
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
。

・ 「
エ

」
は
、
順
接
の
接
続
詞
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
観
を
述

べ
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
順
当
な
内
容
が
あ
と
に
続
い
て
い
る
。

・ 

日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
住
居
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
4
段
落

で
は
最
後
に
〝
日
本
人
は
自
然
と
共
存
す
る
文
化
を
築
い
て
き
た
〞
と
い
う

筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
て
述
べ
て
い
る
。

対
比

 

… 

具
体
的
な
物
事
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
考
え
を
わ
か

り
や
す
く
示
す
。

・ 

例
示
の
表
現
の
あ
と
に
注
目
し
て
具
体
例
を
お
さ
え
る
。　

例
「
例

え
ば
」
な
ど

 

… 

異
な
る
考
え
や
事
柄
に
つ
い
て
、
比
べ
な
が
ら
論

じ
る
こ
と
で
、
筆
者
自
身
の
考
え
を
強
調
す
る
。

・ 

対
比
を
示
す
語
句
や
、
逆
接
の
接
続
詞
に
注
意
し
て
対
比

を
と
ら
え
る
。　

例
「
〜
に
対
し
て
」「
一
方
／
他
方
」「
前

者
／
後
者
」「
し
か
し
」
な
ど
。

・ 「
何
と
何
」が「
ど
の
よ
う
な
点
」で
対
比
さ
れ
て
い
る
か
を

確
認
し
、そ
の
対
比
を
通
し
て
筆
者
の
考
え
を
読
み
取
る
。

具
体
例

対
　
比

セ
ン
パ
イ
っ
て
、

何
で
も
で
き
て
ス
テ
キ
！

勉
強
は
で
き
る
し
、
サ
ッ
カ
ー
も

う
ま
い
し
、
歌
も
上
手
…
…
。

ウ
チ
の
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
運
動
苦

手
だ
し
、
オ
ン
チ
だ
し
…
…
。

対
比

具
体
例

考
え

考え具体例考え（まとめ）

高校講座
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英
語
1

2

3

数
学
1

2

3

国
語
1

2

3

��

˔
๣
ઢ
෦
の
ҙ
ຯ
に
஫
ҙ
し
て
、
࣍
の
文
の
ݱ
୅
語
༁
と
し
て
ਖ਼
し
い
΋
の
を
બ
΂
。

⑴　

山
の
方か

た

よ
り
人
͋
ま
た
来
る
音
す
。（ứ
さߋ
Β

しڃ
な

೔に
っ

きه

Ừ）

　

ア　

山
の
方
か
Β
人
が
Ώ
っ
く
り
来
る
音
が
す
る
。

　

イ　

山
の
方
か
Β
人
が
た
く
さ
ん
来
る
音
が
す
る
。

　

ウ　

山
の
方
か
Β
人
が
だ
ん
だ
ん
来
る
音
が
す
る
。 

ờ　
　
　
　

Ở

⑵　

い
と
い
た
く
ḭ
ͤ
た
ま
;
を
ݟ
る
な
む
、
い
と
い
Έ
じ
き
。（ứ
᥸か

͛

ᥠΖ
う

೔に
っ

きه

Ừ）

　

ア　

大
ม
͓
૫
ͤ
に
な
る
の
を
ݟ
る
の
は
、
と
ͯ
も
௝
し
い
。

　

イ　

大
ม
͓
૫
ͤ
に
な
る
の
を
ݟ
る
の
は
、
と
ͯ
も
ڻ
き
だ
。

　

ウ　

大
ม
͓
૫
ͤ
に
な
る
の
を
ݟ
る
の
は
、
と
ͯ
も
൵
し
い
。 

ờ　
　
　
　

Ở

⑶　

う
し
Ζ
Ί
た
う
ࢥ
ͻ
ͭ
ͭ
৸
け
れ
͹
、
;
と
͓
ど
Ζ
き
͵
。（ứ
͛ݯ

ん

じࢯ

෺も
の

語が
た
り

Ừ）

　

ア　

ؾ
が
か
り
に
ࢥ
い
な
が
Β
৸
た
の
で
、
な
か
な
か
৸
付
け
な
か
っ
た
。

　

イ　

ؾ
が
か
り
に
ࢥ
い
な
が
Β
৸
た
の
で
、
ͺ
っ
と
໨
が
֮
Ί
た
。

　

ウ　

ؾ
が
か
り
に
ࢥ
い
な
が
Β
৸
た
の
で
、
ٸ
に
ෆ
҆
が
ͭ
の
っ
た
。 

ờ　
　
　
　

Ở

⑷　

֊は
し

の
まؒ

に
、
ക
い
と
を
か
し
う
࡙
き
た
り
。（ứ
大΍
ま
と࿨
෺も
の

語が
た
り

Ừ）

　

ア　

֊
段
の
΄
と
り
に
、
ക
が
と
ͯ
も
झ
ਂ
く
࡙
い
ͯ
い
る
。

　

イ　

֊
段
の
΄
と
り
に
、
ക
が
と
ͯ
も
さ
ͼ
し
そ
う
に
࡙
い
ͯ
い
る
。

　

ウ　

֊
段
の
΄
と
り
に
、
ക
が
と
ͯ
も
௝
し
く
࡙
い
ͯ
い
る
。 

ờ　
　
　
　

Ở

˔
࣍
の
1
・
̎
の
文
ষ
を
読
Μ
で
、
๣
ઢ
෦
の
ݱ
୅
語
༁
と
し
て
ద
切
な
΋
の
を
、
そ
れ

　
ͧ
れ
ア
Ỗ
ウ
か
Β
一
つ
ず
つ
બ
΂
。
ͨ
だ
し
、

の
語
の
ҙ
ຯ
に
஫
ҙ
す
る
͜
と
。

1 　

か
く
ͯ
、
Έޚ

ਆか
͙
Βָ

は
じ
ま
り
͵
れ
͹
、 

ຊも
と

຤す
Κ

の
ഥ
ࢠ
の
音
、
さ
͹
か
り
大
き
に
、
ߴ

き
と
こ
Ζ
に
ͻ
ͼ
き
͋
ͻ
た
る
声
、 

ฉ
き
஌
Β
͵
ࣖ
に
も
Ί
で
た
し
。 

ޚ
ਆ
ָ
、
΍
う

΍
う
Ռ
ͯ
か
た
に
な
る
と
ฉ
こ
Ώ
。 

（ứ
ࢌ
ذ
య
ࣆ
೔
ه
Ừ）

ớ
஫
Ờ
ޚ
ਆ
ָ
ộ
ਆ
લ
Ͱ
ߦ
͏
Վ
෣
。
ԣ
థ
΍
࿨
ۏ
ͳ
Ͳ
ʹ
߹
Θ
ͤ
ͯ
Վ
͍
、
෣
を
෣
͏
。

ɹ
ɹ
ɹ
ຊ
຤
ộ
ਆ
ָ
Ͱ
ઌ
ʹ
Վ
͏
ຊ
ํ
ớ
΋
ͱ
͔
ͨ
Ờ
ͱ
、
ޙ
ʹ
Վ
͏
຤
ํ
ớ
す
͑
͔
ͨ
Ờ
の
͜
ͱ
。

　

⑴　

ア　

ྑ
し
ѱ
し
を
ฉ
き
஌
Β
な
い
ࢲ
の
ࣖ
に
も
͋
り
が
た
い
。

　
　
　

イ　

ྑ
し
ѱ
し
を
ฉ
き
஌
Β
な
い
ࢲ
の
ࣖ
に
も
す
͹
Β
し
い
。

　
　
　

ウ　

ྑ
し
ѱ
し
を
ฉ
き
஌
Β
な
い
ࢲ
の
ࣖ
に
も
໌Ί
い

ྎり
Ỷ
う

に
ฉ
こ
え
る
。

 

ờ　
　
　
　

Ở

　

⑵　

ア　

ޚ
ਆ
ָ
が
、
΍
は
り
終
わ
り
の
方
に
な
っ
ͯ
い
る

　
　
　

イ　

ޚ
ਆ
ָ
が
、
࣍
ୈ
に
終
わ
り
の
方
に
な
っ
ͯ
い
る

　
　
　

ウ　

ޚ
ਆ
ָ
が
、
໌
Β
か
に
終
わ
り
の
方
に
な
っ
ͯ
い
る

 

ờ　
　
　
　

Ở

̎ 　

౦
ٶ
、
΍
う
΍
う
͓
よ
す
け
さ
ͤ
た
ま
;
ま
ま
に
、
い
Έ
じ
く 

う
ͭ
く
し
う
͓
は
し

ま
す
に
ͭ
け
ͯ
も
、
۝く

৚で
う

఼ど
の

の
͓ޚ
΄
ん

͓
΅
え
い
Έ
じ
う
Ί
で
た
し
。
ま
た
、
࢛
、
ޒ
の
ٶ

さ
΁
͓
は
し
ま
す
ͧ
Ί
で
た
き
΍
。 

（ứ
ӫえ
い

Ֆが

෺も
の

語が
た
り

Ừ）

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ớ
஫
Ờ
͓
Α
す
͚
͞
ͤ
ͨ
·
;
ộ
੒
௕
ͳ
͞
Δ
。

ɹ
ɹ
ɹ
ޚ
͓
΅
͑
ộ
͝
৴
པ

　

ア　

な
ん
と
な
く
美
し
く
い
Β
っ
し
Ỵ
る
に
ͭ
け
ͯ
も
、

　

イ　

す
͹
Β
し
く
ར
ൃ
で
い
Β
っ
し
Ỵ
る
に
ͭ
け
ͯ
も
、

　

ウ　

大
ม
か
わ
い
Β
し
く
い
Β
っ
し
Ỵ
る
に
ͭ
け
ͯ
も
、

 

ờ　
　
　
　

Ở

ˎ

ˎ

ᶃ

Ί
で
た
し
ᶄ

΍
う

΍
う

ˎ

い
Έ
じ
く
う
ͭ
く
し
う
͓
は
し

ˎ
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目標時間

分
20

中学ニガテ度

高1スタート
役立ち度

23

２

中
学
で
は
古
文
単
語
を
全
然
覚
え
て
こ
な
か
っ

た
の
で
、
高
校
に
入
っ
て
か
ら
文
章
が
読
め
ず

に
手
間
取
っ
た
。
中
学
の
頃
か
ら
基
本
的
な
単

語
は
覚
え
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

 

（
明
治
学
院
大　

 

Ｔ
・
Ｕ
先
輩
）

高
校
の
「
古
文
読
解
」
に
つ
な
が
る
！

古
文
単
語

　
中
学
で
学
ん
だ
古
文
単
語
の
意
味
を
確
か
め
る
よ
。
高
校
の

古
文
は
教
科
書
に
現
代
語
訳
が
の
っ
て
お
ら
ず
、
注
も
最
小
限

な
の
で
、
読
解
に
は
古
語
の
知
識
が
必
須
だ
よ
。

重
要
古
語
の
意
味
を
確
認
し
よ
う
！

古
語
の
意
味
を
も
と
に
古
文
を
正
確
に
読
み
取
ろ
う
！

〈
穴
埋
め
の
答
え
〉
ア
：
だ
ん
だ
ん
﹇
次
第
に
﹈　
イ
：
明
け
た　
ウ
：
目
が
覚
め
る　

例　
明
け
方
に
な
り
ぬ
る
に
、鐘
の
音
聞
こ
ゆ
。
明
け
な
ん
と
す
る
に
や
と
思
ふ
に
、

い
と
う
れ
し
く
。
や
う
や
う
烏か
ら
す

の
声
な
ど
聞
こ
ゆ
。
朝
ぎ
よ
め
の
音
な
ど
聞
く
に
、

明
け
は
て
ぬ
と
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
よ
し
、
例
の
、
人
た
ち 

お
ど
ろ
き
あ
は
れ
な
ば
、

代
は
り
て
、
少
し
寝
入
ら
ん
、
と
思
ふ
に
、
…
… 

（『
讃さ
ぬ
き岐 

典す

侍け

日に
っ

記き

』）

 （
注
）
朝
ぎ
よ
め
…
朝
の
掃
除
を
す
る
こ
と
。

①

＊

②

の

●
ま
ず
、
古
語
の
意
味
を
思
い
出
そ
う
。

　
①
「
や
う
や
う
」
は
、「
ア

」
と
い
う
意
味
。「 

や
う
や
う

烏
の
声
な
ど
聞
こ
ゆ
。」
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、「
ア

か
ら
す

の
声
な
ど
が
聞
こ
え
る
。」
と
な
っ
て
意
味
が
通
る
。

●
複
数
の
意
味
を
持
つ
古
語
の
場
合
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
適
切
な
意
味
を
考
え
よ

　
う
。

　
②
「
お
ど
ろ
く
」
は
、
複
数
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
文
の
前
後
の
内
容
を
と
ら

え
て
適
切
な
意
味
を
選
ぼ
う
。
初
め
に
「
明
け
方
に
な
り
ぬ
る
」「
明
け
な
ん
と

す
る
」
と
あ
り
、「
烏
の
声
」「
朝
ぎ
よ
め
の
音
」
が
聞
こ
え
て
き
て
「
明
け
は
て

ぬ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
夜
が
イ

場
面
だ
と
わ
か
る
。

ま
た
、
後
に
は
「
代
は
り
て
、
少
し
寝
入
ら
ん
」
と
あ
り
、〝
交
代
し
て
、
少
し

寝
よ
う
〞
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、「
人
た
ち
お
ど
ろ
き

あ
は
れ
な
ば
」
の
「
お
ど
ろ
く
」
は
、「
ウ

」
と
い
う
意
味
に

な
る
と
判
断
で
き
る
。

①②

古
語
に
し
か
な
い
語

あ
ま
た 

た
く
さ
ん

い
み
じ 

①
は
な
は
だ
し
い

 

②
す
ば
ら
し
い

 

③
悲
し
い

や
う
や
う 

次
第
に
・
だ
ん
だ
ん

現
代
語
と
形
は
似
て
い
る
が

異
な
る
意
味
を
持
つ
語

う
つ
く
し 

か
わ
い
ら
し
い

お
ど
ろ
く 

①
は
っ
と
気
づ
く

 

②
目
が
覚
め
る

め
で
た
し 

①
す
ば
ら
し
い

 
 

②
喜
ば
し
い
・
祝
う
べ
き
だ

を
か
し 

①
趣
が
あ
る
・
風
情
が
あ
る

 

②
愛
ら
し
い

お
ど
ろ
く

や
う
や
う

緊
張
し
て
き
た
！

大
き
さ
が

い
み
じ

ち
い

さ
ー
い
！

う
つ
く
し

高校講座
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英
語
1

2

3

数
学
1

2

3

国
語
1

2

3

��

　
　�

࣍
の
֤
文
の
、
๣
ઢ
෦
の
඼
詞
名
を
౴
͑
な
͞
い
。

⑴　

 

た
く
さ
ん
の 

絵
画
を 
美
し
く 

飾
る
。

　
　

ア
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở　

イ
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở　

ウ
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở

⑵　

 

も
っ
と 

静
か
な
声
で 

話
そ
う
。

　
　

ア
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở　

イ
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở　

ウ
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở

⑶　

 

君 

の
考
え
方 

は
ま
る
で
大
人
の 

よ
う
だ
。

　
　

ア
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở　

イ
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở　

ウ
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở

　
　�

࣍
の
֤
文
の
๣
ઢ
෦
の
動
詞
に
つ
い
て
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
౴
͑
な
͞
い
。

⑴　

 

推
理
小
説
を
読
む
。 

ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở
活
用
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở
形

⑵　

 

毎
朝
六
時
に
起
き
ま
す
。 

ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở
活
用
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở
形

⑶　

 

山
を
登
る
と
き
の
注
意
点
。 

ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở
活
用
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở
形

⑷　

 

ど
の
コ
ー
ト
を
着
よ
う
か
。  

ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở
活
用
ờ　
　
　
　
　
　
　

Ở
形

1

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

2

˔
࣍
の
文
ষ
を
読
Μ
で
、
あ
と
の
ᾇ
・
ᾈ
の
໰
い
に
౴
͑
な
͞
い
。

　

Ӻ
に
着
い
た
時
、
時
ܭ
の
਑
が
六
時
を
ࢦ
し
ͯ
い
る
の
を 

ݟ
た
。
ॵ
い
౎
ձ
の
ۭ
ؾ
を

๨
れ
る
よ
う
な
෩
が
ਧ
い
ͯ
い
る
。
༦
立
が
͋
が
っ
た
௚
ޙ
だ
っ
た
の
だ
Ζ
う
か
。
ۭ
に

大
き
な
೒
が 

ݟ
え
る
。

　

ݰ
ؔ
で
声
を
か
け
る
と
、「
は
い
、
 ࠓ

ग़
ま
す
よ
」
と
Ԟ
か
Β
૆
฼
が
౴
え
た
。
そ
の

ޱ
ௐ
に
、
ٸ
に
ջな
ͭ

か
し
さ
が
こ
Έ
্
͛
た
。
小
ֶ
ੜ
の
と
き
は
毎
೥
こ
の
Ո
を 

๚
れ
ͯ
い

た
が
、
ߴ
ߍ
を
ड
ݧ
す
る
ࠒ
に
は
、
も
う
଍
が
ԕ
の
い
ͯ
い
た
よ
う
に
ࢥ
う
。
૆
฼
に
ձ

う
の
は
Կ
೥
Ϳ
り
だ
Ζ
う
か
。

⑴　

�　
　

෦
の
文
த
に
ؚ
ま
れ
る
୯
語
の
਺
を
౴
͑
な
͞
い
。

　
　

ॵ
い
౎
ձ
の
ۭ
ؾ
を
๨
れ
る
よ
う
な
෩
が
ਧ
い
ͯ
い
る
。

 

ờ　
　
　
　
　
　

Ở

⑵　

�

๣
ઢ
෦
ア
Ỗ
Τ
の
う
ͪ
、
࣍
の
ᶃ
・
ᶄ
に
あ
て
は
ま
る
΋
の
が
ͻ
と
つ
ず
つ
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ͧ
れ
ه
߸
で
౴
͑
な
͞
い
。

　
　

① 

活
用
形
が
ଞ
と
ҟ
な
る
も
の
。 

ờ　
　
　
　
　
　

Ở

　
　

② 
活
用
の
छ
ྨ
が
ଞ
と
ҟ
な
る
も
の
。 

ờ　
　
　
　
　
　

Ở

ア

イ

ウ

Τ
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目標時間

分
20

中学ニガテ度

高1スタート
役立ち度

25

１

私
は
な
ん
と
な
く
中
学
生
の
と
き
文
法
を
お
ざ

な
り
に
し
て
て
、
高
校
に
入
っ
て
か
ら
は
授
業

で
や
っ
て
は
く
れ
た
も
の
の
、
な
ん
と
な
く
周

り
も
わ
か
っ
て
る
雰
囲
気
が
あ
っ
て
焦
っ
た
。

 

（
熊
本
学
園
大　

S
・
H
先
輩
）

高
校
の
「
文
語
文
法
」
に
つ
な
が
る
！

現
代
（
口
語
）
文
法

高
校
で
習
う
文
語
文
法
は
、
中
学
ま
で
の
口
語
文
法
が
ベ
ー
ス

に
な
る
よ
。
文
法
の
基
礎
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
お
こ
う
。

代
表
的
な
品
詞
の
見
分
け
方
を
確
認
し
よ
う
！

動
詞
の
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
確
認
し
よ
う
！

※
自
立
語
は
、
単
独
で
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
文
節
の
最
初
に
来
る
。
付
属
語
は
、
自
立
語
の
あ
と
に
付
く
。
一
つ
の
文
節
に
自
立

語
は
一
つ
だ
け
だ
が
、
付
属
語
は
な
い
こ
と
も
、
複
数
あ
る
場
合
も
あ
る
。

※
他
に
カ
行
変
格
活
用
、
サ
行
変
格
活
用
が
あ
る
。

〈
穴
埋
め
の
答
え
〉
ア
：
形
容
動
詞　
イ
：
名
詞　
ウ
：
助
詞　
エ
：
動
詞　
オ
：
助
動
詞　
カ
：
未
然　
キ
：
飛
ば（
な
い
）　
ク
：
上
一　
ケ
：
下
一

　

例
文
中
の
「
き
れ
い
な
」
は
自
立
語
で
言
い
切
り
の
形
が
「
き
れ
い
だ
」
な
の
で
、

ア

 

だ
。「
花
が
」の「
花
」は
主
語
に
な
る
の
で
イ

 

、

 「
が
」は
活
用
し
な
い
付
属
語
な
の
で

ウ

 

だ
。「
さ
い
た
」は「
さ
い
」

と「
た
」の
二
つ
の
単
語
か
ら
成
り
、「
さ
い
」は
言
い
切
り
の
形
が「
さ
く
」な
の

で 

エ

 

、「
た
」は
活
用
す
る
付
属
語
な
の
で 

オ

 

。

　

動
詞
に
は
、
カ

 

形
・
連
用
形
・
終
止
形
・
連
体
形
・
仮
定
形
・
命
令
形

の
６
つ
の
活
用
形
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
後
に
続
く
語
で
見
分
け
よ
う
。

　

上
の
例
の
「
さ
い
」
は
後
に
「
た
」
が
続
い
て
い
る
か
ら
、連
用
形
だ
と
わ
か
る
ね
。

　

動
詞
の
活
用
の
種
類
は
、
後
に
「
な
い
」
を
つ
け
て
確
認
す
る
よ
。
た
と
え
ば
五

段
活
用
の
「
飛
ぶ
」
は
、「
な
い
」
を
つ
け
る
と
「 

キ

 

」
と
な
り
、

「
な
い
」
の
直
前
が
ア
段
の
音
に
な
る
。「
見
な
い
」「
着
な
い
」
な
ど
、「
な
い
」
の

直
前
が
イ
段
の
音
に
な
る
も
の
は 

ク

 

段
活
用
、「
受
け
な
い
」「
分
け
な
い
」

な
ど
、「
な
い
」
の
直
前
が
エ
段
の
音
に
な
る
の
は 

ケ

 

段
活
用
。

例 

次
の
文
の
各
単
語
の
品
詞
名
を
書
き
な
さ
い
。

　 

き
れ
い
な 

花
が 

さ
い
た

穴
埋
め
の
答
え
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の
下

活
用
の

種
類
　

例

語
幹

カ
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

五
段

飛
ぶ

と

ばぼ

びん

ぶ

ぶ

べ

べ

ク
段

見
る

（
み
）

み

み

み
る

み
る

み
れ

み
ろ

み
よ

ケ
段

受
け
る

う

け

け

け
る

け
る

け
れ

け
ろ

け
よ

主
な
続
き
方

な
いう

よ
う

ま
すたて

言
い

切
る形

と
き

の
で

こ
と

ば

命
令
の

意
味
で

言
い

　

切
る
形

自立語付属語

形
容
詞

動
詞

形
容
動
詞

名
詞

副
詞
な
ど

接
続
詞
な
ど

助
動
詞

助
詞

活
用
す
る

活
用
し
な
い

活
用
す
る

活
用
し
な
い

（
言
い
切
り
の
形
が
ウ
段
の
音
で
終
わ
る
）

（
言
い
切
り
の
形
が
「
い
」
で
終
わ
る
）

（
言
い
切
り
の
形
が
「
だ
・
で
す
」
で
終
わ
る
）

主
語
に
な
る

主
語
に
な
ら
な
い

（
修
飾
語
に
な
る
）

高校講座
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国 語 
J A P A N E S E

中学の内容で復習すべき，高校につながるテーマは次の3つ！

第1回から順に取り組んでもよいし、

ニガテ度や役立ち度が高いテーマから取り組んでもOKだよ！

現 代（ 口 語 ）文 法 P.25～24第1回

高校で習う古文の文語文法は、中学までの口語文法がベースになるよ。
文法の基礎をきちんと理解しておこう。

古文単語 P.23～22第2回

中学で学んだ古文単語の意味を確かめるよ。高校の古文は教科書に現代語訳がのっ
ておらず、注も最小限なので、読解には古語の知識が必須だよ。

現代文読解 P.21～20第3回

高校の評論は長くて内容も複雑なので、客観的に読まないと、読み誤ってしまうこと
があるよ。説明的文章の読解方法を復習しながら、客観的な読み方を身につけよう。

イラスト／ひろいまきこ　編集協力／俵屋遊美，平澤雅子

中学ニガテ度 高1スタート役立ち度

中学ニガテ度 高1スタート役立ち度

中学ニガテ度 高1スタート役立ち度
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2 3

文章が長くなる！

中学のテストなどでは１ページくらいの英文
を読んで，問題に答えるケースが多かったが，
高校では２ページ以上も英語だけで埋まっ
た英文を読むようなこともよくある。最初はそ
の量だけで圧倒されてしまうかもしれない。

過去完了や分詞構文や仮定法など，高
校で初めて出てくる文法事項は多数ある！ 
そして，文法項目が増えるだけでなく，１文１
文の英文も難しいものが登場する。

覚える単語・熟語も
多くなる！

中学で学習する単語は1200語と言われ
ている。それに対して，高校では1800語
の単語を学習し，受験ではさらに多くの単
語を覚えなければならない！

しかし！ 実は

英語

1こう変わる！

Born in the Amazon region in 1944 to a 

poor Brazilian family that had farmed 

rubber trees for many generations, he loved 

the rainforest.

分詞構文

過去完了
120
0語 180

0語

中学学習単語数 高校学習単語数

高校の英語は，「中学の英語に比
べてどう変わるのだろう」「なんとな

く難しくなるのかな」などと

不安に思っている人も多いだろう
。

ここでは，入学の前に，高校の英語
は中学の英語に対してどう変わる

のか紹介するので，チェックしてお
こう！

2こう変わる！ 3こう変わる！

習う文法事項が
増えて，１文１文の英文も
難しくなる！

このように，高校の国語は難しいところもあるけれど，

確実に中学の国語をもとに成り立っている！

1

NEW

NEW

次のページから早速,中学の復習を高校の国語も意識しながらやってみよう！

2こう変わる！ 3こう変わる！

例えば中学の古文のテストでは，あらすじが
わかれば解ける問題が多かったかもしれな
い。しかし高校では，語句や文章の背景知識
をもとに正確に文章を理解したうえで読解し
なければならない。記述式の設問が増えた
り，選択肢の文章が長かったりすることも。

中学のテストでは，問題文の長さはそれ
ほどでもなかったかもしれないが，高校で
は違う。現代文では，たくさんの文字量
で，哲学や生物学など専門的な分野の話
も出てくる。
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